
三
月
五
日
（
日
）、
新
荘
市
民
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
「
新
荘
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、 

曇
天

の
な
か
、
延
八
百
人
の
地
域
の
皆

様
が
参
加
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
に

お
い
て
利
用
団
体
十
三
の
発
表
会
、

小
会
議
室
で
は
指
圧
体
験
教
室
、

和
室
で
は
裏
千
家
・
石
州
茶
道
、

市
民
サ
ロ
ン
及
び
玄
関
前
・
事
務

所
・
調
理
室
に
お
い
て
バ
ザ
ー
と

模
擬
店
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
等
の
売
上
金
は
社
会
福
祉

協
議
会
新
荘
支
部
に
寄
贈
さ
れ
ま

新荘地区歩く会参加者、歴史館いちょう並木にて

新
荘
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

し
た
。
最
後
に
抽
選
会
が
行
わ
れ
、

会
場
は
大
変
盛
り
上
が
り
、
楽
し

く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市民サロンで大盛況のバザー

十
一
月
十
三
日
（
日
）、
新
荘
地
区

歩
く
会
が
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の

も
と
、
ス
ポ
レ
ク
部
計
画
に
よ
り
紅

葉
の
偕
楽
園
・
千
波
湖
地
域
の
水
戸

路
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
六
十
九
人
で
、
登
り
下
り
の

あ
る
約
八
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
三
時
間

を
掛
け
歩
き
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
市
民
セ
ン
タ
ー
出
発
後
、

歴
史
館
の
い
ち
ょ
う
並
木
前
を
抜
け
、

好
文
亭
表
門
か
ら
偕
楽
園
東
門
を
経

て
、
千
波
湖
三
キ
ロ
を
一
気
に
周

回
。
好
文
茶
屋
前
・
公
園
セ
ン
タ
ー

で
休
憩
後
、
も
み
じ
谷
の
紅
葉
を
見

て
、
桜
山
・
歴
史
館
を
抜
け
市
民
セ

ン
タ
ー
に
帰
着
し
ま
し
た
。

帰
着
後
は
ス
ポ
レ
ク
部
女
性
の
献

立
・
配
食
に
よ
る
混
ぜ
ご
飯
・
豚

汁
・
浅
漬
け
の
昼
食
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

か
な
り
早
い
ペ
ー
ス
で
し
た
が
一

人
の
落
伍
者
も
な
く
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
歩
数
は
約
一
万
歩

（
男
子
）
で
し
た
。

新荘学区の常住人口	 世帯数 3,008
男 2,826　女 3,156　　合計 5,982

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 532	（ 8.9％）	 15	〜 64 才	 3,434	（57.4％）
	 65	才以上	 2,016	（33.7％）

偕
楽
園
・
千
波
湖

地
域
の
水
戸
路
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新荘ふれあいまつり
発表会等の一部紹介

二
月
二
十
二
日
（
水
）、
県
民
文
化

セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
行

わ
れ
た
水
戸
市
民
の
集
い
で
、
次
の

方
々
が
永
年
勤
続
町
内
会
長
・
自
治

会
長
ほ
う
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

・
四
十
五
年
勤
続

　

大
森　
　

勇（
馬
口
労
町
二
丁
目
）

・
十
五
年
勤
続

　

富
田　
　

實（
馬
口
労
町
五
丁
目
）

　

伊
藤　

和
雄（
新
荘
二
丁
目
十
二
）

・
十
年
勤
続

　

鈴
木　

秀
則（
砂
久
保
町
四
区	

）	

　

橋
本　

久
雄（
砂
久
保
町
五
区
）

　

中
村
恵
美
子（
木
の
折
町
二
区
）

踏愛会・ウイング（ダンス） コーラス フォークダンス

模擬店（蕎麦、クッキー等）石州茶道はまゆう会（民舞）

歌の花クラブ（合唱） いきいきヘルス体操友美会（民謡）

メネフニ（フラダンス） 歌　謡 童　謡

第
二
十
一
回

市民の集い、市長挨拶

水
戸
市
民
の
集
い
・

交
通
安
全
市
民
大
会
開
催
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新
荘
小
学
校
防
災
訓
練

応
急
給
水
器
具
操
作
訓
練

容量1,000L
※１日１人３L（飲料水）として、３３３人分相当

コンテナ（貯水槽）

応急給水栓

専用架台

講
題

十
一
月
九
日
（
水
）、
新
荘
小
学

校
児
童
の
一
連
の
防
災
訓
練
が
ア

リ
ー
ナ
（
体
育
館
）
及
び
校
舎
前

に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
炊
き
出
し
体
験
実
習
は
、

ア
リ
ー
ナ
で
児
童
が
炊
飯
袋
に
米

を
入
れ
、
こ
れ
を
支
援
要
員
が
校

庭
で
の
大
型
ガ
ス
釜
で
炊
き
出
す

も
の
で
、
今
年
で
三
回
目
と
な
り

ま
す
。
引
き
続
き
新
荘
会
、
新
荘

地
区
女
性
の
会
が
支
援
に
あ
た
り

ま
し
た
が
、
学
校
側
の
事
前
の
準

備
と
学
習
が
よ
く
な
さ
れ
、
児
童

上
下
級
生
か
ら
な
る
炊
飯
袋
の
グ

ル
ー
プ
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
か
つ
迅

速
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
炊
飯
袋
の

米
の
作
り
方
も
、
め
ん
つ
ゆ
味
付

け
、
閉
じ
方
、
並
べ
方
な
ど
工
夫

し
、
改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
試

食
会
も
大
変
好
評
で
し
た
。

グループ毎の炊飯袋米作り

ま
た
、
今
回
の
防
災
訓
練
に
併

せ
て
、
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
前
広

場
に
お
い
て
、
昨
年
度
配
備
さ
れ

た
応
急
給
水
器
具
の
操
作
訓
練
を
、

新
荘
地
区
住
民
を
対
象
に
、
市
水

道
部
指
導
の
下
行
い
ま
し
た
。

こ
の
応
急
給
水
器
具
は
、
折
り

た
た
み
式
コ
ン
テ
ナ
ー（
一
ト
ン

貯
水
槽
、
一
人
三
リ
ッ
ト
ル
袋
×

三
百
三
十
三
人
分
）
と
専
用
架
台

及
び
応
急
給
水
栓
（
四
栓
に
よ
り

分
配
給
水
）
か
ら
な
り
、
災
害
等

断
水
時
に
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
飲
料
水
の
仮
設
給
水
所
と
し
て

機
能
し
ま
す
。
市
民
セ
ン
タ
ー
の

倉
庫
に
常
時
保
管
さ
れ
、
緊
急
時

の
給
水
の
際
は
、
西
側
の
ベ
ラ
ン

ダ
上
に
住
民
側
で
組
み
立
て
た
の

ち
、
市
管
工
事
業
組
合
が
ト
ラ
ッ

ク
等
で
そ
の
都
度
コ
ン
テ
ナ
ー
に

貯
水
し
、
応
急
給
水
栓
か
ら
住
民

個
人
に
給
水
し
ま
す
。

こ
の
器
具
は
、
新
荘
小
や
東
町

運
動
公
園
の
大
型
給
水
槽
の
補
助

と
し
て
、災
害
時
運
用
さ
れ
ま
す
。応急給水器具　全図

「
笑
い
が
一
番
」

十
二
月
十
三
日
（
火
）、
市
民
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
人
権

週
間
に
あ
わ
せ
人
権
啓
発
の
講
演

会
が
、
五
十
七
人
の
参
加
者
を
得

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
元
山
町
在
住
の
水
戸

大
神
楽
十
八
代
家
元
柳
貴
家
正
楽

師
匠
で
、
大
神
楽
の
世
界
を
例
に

人
権
に
つ
い
て
そ
の
巧
み
な
話
術

と
演
芸
で
、
終
始
笑
い
の
絶
え
な

い
楽
し
い
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

光
圀
公
時
代
に
始
ま
っ
た
水
戸

大
神
楽
の
伝
統
が
民
衆
の
心
を
和

ま
せ
平
和
に
し
、
ま
た
、
男
女
差
別

な
ど
の
な
い
開
か
れ
た
社
会
を
築

き
今
日
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ

と
を
分
か
り
易
く
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

講師　柳貴家正楽　師匠

水
戸
黄
門
漫
遊
マ
ラ
ソ
ン
応
援

昨
年
十
月
三
十
日
（
日
）
開
催
の
第
一

回
水
戸
漫
遊
マ
ラ
ソ
ン
に
お
い
て
、
全

国
各
地
か
ら
の
ラ
ン
ナ
ー
へ
の
応
援
を

新
荘
地
区
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
ま
し

た
と
こ
ろ
、
百
名
を
超
え
る
方
々
が
応

援
に
か
け
つ
け
、
一
万
一
千
人
余
り
の

発
走
者
に
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
二
回
は
今
年
十
月
二
十
九
日
（
日
）

開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
年
も
水
戸
の

心
を
発
信
し
ま
し
ょ
う
。

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
で
和
気
あ
い
あ
い

九
月
二
十
五
日
（
日
）（
一
回

目
）
及
び
二
月
十
二
日
（
日
）

（
二
回
目
）
の
午
前
、
今
年
度
の

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
が
市
民
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
実
施

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十
九
名
、

四
十
二
名
が
参
加
し
十
三
チ
ー

ム
に
よ
り
一
チ
ー
ム
二
～
五
試

合
の
和
気
あ
い
あ
い
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
「
は
か
ま
つ
か

神応寺付近新荘地区応援団
最年少参加者

《
結
果
》

【
一
回
目
】

優
勝　

椹
沢
・
三
田
部
・
松
枝
㊛
チ
ー
ム

二
位　

塙
・
佐
川
・
鈴
木
克
典
チ
ー
ム

三
位　

志
賀
・
相
沢
㊛
・
竹
貫
㊛
チ
ー
ム

【
二
回
目
】

優
勝　

鈴
木
克
典
・
鈴
木
照
子
・
佐
川
チ
ー
ム

二
位　

山
部
・
若
松
・
松
枝
㊛
チ
ー
ム

三
位　

椹
沢
・
河
野
・
田
口
チ
ー
ム

はかまつか杯と賞品

新
荘
地
区
人
権
啓
発
講
演
会

杯
」
を
設
け
、
入
賞
者
を
讃
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
荘
ス
ポ
レ
ク
部
主
催
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末
広
町
の
神
力
堂
を
紹
介
し
ま

す
。
こ
の
お
堂
は
、
常
陽
銀
行
末
広

町
支
店
前
の
国
道
一
一
八
号
線
を
へ

だ
て
た
北
西
側
（
末
広
ビ
ル
隣
）
に

あ
り
ま
す
。

こ
の
神
力
堂
は
、
松
本
町
、
末
広

町
が
馬
口
労
町
と
呼
ば
れ
た
大
正
・
昭

和
期
に
、
現
在
の
場
所
か
ら
二
、三
十

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
に
あ
り
ま
し

た
が
、
ク
ラ
ン
ク
状
の
道
路
を
真
っ

す
ぐ
に
す
る
道
路
拡
張
工
事
を
行
っ

た
た
め
、
現
在
の
場
所
に
移
設
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
は
敷
地
が
縮

小
し
、
本
堂
と
石
の
鳥
居
、
石
碑
な
ど

が
、
凝
縮
し
た
形
で
建
っ
て
お
り
ま

す
。
移
設
前
の
境
内
は
、
ボ
ー
ル
投
げ

が
で
き
る
ほ
ど
広
く
、
長
旅
の
馬
に

水
を
飲
ま
せ
た
り
休
憩
さ
せ
る
場
所

だ
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

○
神
力
堂
の
由
来

こ
の
神
力
堂
は
、
肥
後
熊
本
領
主

加
藤
清
正
公
が
携
え
て
い
た
守
り

神
を
大
洗
磯
浜
に
安
置
し
祀
っ
た

の
が
始
ま
り
だ
と
伝
わ
り
ま
す
。
清

正
公
が
亡
く
な
っ
た
後
そ
の
一
族

は
、
清
正
公
ほ
ど
信
心
は
な
か
っ
た

た
め
、
家
来
に
命
じ
て
、
慶
長
年
間

（
一
六
〇
〇
年
前
後
）
清
正
公
の
崇
拝

し
て
い
た
守
り
神
を
水
戸
家
に
献
上

し
遷
座
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
海
路

無
事
、那
珂
湊
・
水
戸
に
運
び
入
れ
ま

し
た
が
何
ら
か
の
理
由
で
受
け
入
れ

ら
れ
ず
、
大
洗
磯
浜
に
運
び
一
時
安

置
し
ま
し
た
。

天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
年
）
に

は
、
磯
浜
の
田
山
某
が
こ
れ
を
譲
り

受
け
、
磯
浜
の
別
の
場
所
に
お
堂
を

再
建
し
ま
し
た
。
信
徒
も
沢
山
お
り
、

そ
の
二
一
年
後
に
は
信
徒
協
議
に
よ

り
お
堂
を
修
理
し
た
よ
う
で
す
。
以

後
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）、

磯
浜
に
安
置
し
て
か
ら
三
〇
〇
年
目

に
し
て
よ
う
や
く
正
式
な
参
拝
の
場

と
し
て
県
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
神
力
堂
の
水
戸
遷
座

磯
浜
の
神
力
堂
は
、
水
戸
始
め
関

東
の
大
店
商
人
の
参
拝
者
が
多
く
お

り
ま
し
た
が
、
磯
浜
が
不
便
な
た
め
、

明
治
末
に
は
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た

水
戸
へ
の
遷
座
の
機
運
が
高
ま
り
ま

し
た
。
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）、

本
行
寺
住
職
金
子
即
審
上
人
（
四
代

前
）
は
、
以
前
か
ら
同
じ
日
蓮
宗
門
の

磯
浜
神
力
堂
の
祈
祷
・
祭
司
な
ど
を

行
っ
て
い
た
縁
あ
っ
て
、
小
泉
茂
兵

衛
、
大
高
織
右
衛
門
や
富
田
菊
三
郎

始
め
水
戸
の
名
だ
た
る
商
人
と
相
談

し
、
水
戸
へ
の
移
転
出
願
を
行
い
ま

し
た
。
本
行
寺
が
所
管
す
る
こ
と
と

な
り
、
当
初
敷
地
内
へ
の
遷
座
を
考

え
ま
し
た
が
、
土
地
が
山
形
状
に
よ

る
狭
隘
と
老
樹
の
鬱
蒼
の
た
め
叶
わ

ず
、
馬
口
労
町
に
建
立
す
る
こ
と
に

な
り
、日
蓮
宗
門
に
申
請
し
ま
し
た
。

大
正
二
年
、
磯
浜
の
土
地
売
却
と

神
社
移
転
が
認
可
さ
れ
、
馬
口
労
町

二
二
三
三
番
地
の
土
地
を
大
高
こ
う

氏
か
ら
買
っ
て
本
堂
を
建
立
し
、
本

行
寺
に
寄
付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
一
方
の
資
料
で
は
、
磯

浜
か
ら
運
ん
だ
神
社
は
城
下
町
人
の

総
元
締
を
し
て
い
た
馬
口
労
町
の
豪

商
・
大
高
織
右
衛
門
屋
敷
の
敷
地
庭

内
に
遷
座
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
本
堂
を
建
立
す
る
ま

で
一
時
保
管
し
て
い
た
と
き
を
指
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
大
正
三
年
の
遷
宮
式
は
、
横

綱
常
陸
山
と
梅
ケ
谷
が
東
京
か
ら
来

て
参
列
し
、
両
横
綱
の
寄
進
し
た
石

の
鳥
居
を
持
ち
込
む
牛
車
は
大
工
町

の
芸
奴
連
の
は
や
し
た
て
る
屋
台
を

先
頭
に
町
々
を
ね
り
歩
き
、
市
中
の

有
志
が
黒
紋
付
袴
姿
で
そ
の
あ
と
に

続
く
豪
勢
な
も
の
だ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
塀
の
芳
名

版
は
大
店
商
人
の
名
を
連
ね
、
遷
座

時
の
商
人
の
寄
附
金
は
大
変
な
も
の

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

○
ご
神
体
の
命
名

神
力
堂
の
ご
神
体
（
清
正
公
の
守

護
神
）
は
、
ど
の
よ
う
な
神
様
か
は

不
明
で
あ
り
、
特
定
の
神
様
で
は
な

新
荘
散
策

末
広
町
神
力
堂

日
蓮
宗
法
榮
山
本
行
寺

第
五
四
代
住
職　

鯉 

渕 

光 

晴本堂正面及び二横綱寄贈の石鳥居

本堂に祀った神力宇賀大明神

九
月
十
九
日
（
月
）、
新
荘
地
区
敬

老
会
が
快
晴
の
も
と
、
新
荘
市
民
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

招
待
者
一
一
五
四
人
中
四
二
九
人
が

参
加
し
、
式
典
で
は
市
長
は
じ
め
ご
来

賓
の
方
々
に
祝
辞
を
頂
き
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
バ
ン
ド
演
奏
、
防
災
講

話
、
レ
ク
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
、
会
場
が

大
変
盛
り
上
が
り
、
楽
し
く
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
敬
老
会
で
は
、
一
〇
〇
歳
を

迎
え
ら
れ
た
丹
尾
フ
ジ
ヱ
さ
ん
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

敬 

老 

会

健康体操をする参加者の皆さん丹尾フジヱさん

川
又
健
志
・
塩
井
雅
子
・
神
尾
和
子

編

集

部

委

員

い
こ
と
か
ら
こ
れ
を
意
味
す
る
「
宇

賀
大
明
神
」
の
名
を
つ
け
た
よ
う
で

す
。
ま
た
、
清
正
公
が
熱
心
な
日
蓮

宗
の
信
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
示
す
「
神
力
」
の
名
を
冠
し
て

「
神
力
宇
賀
大
明
神
」
と
呼
ば
れ
、
今

日
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
馬
口
労
町
に
遷
座
し
た
当

時
、
神
力
堂
の
ご
神
体
は
、
商
人
の
親

し
み
を
込
め
て
、
営
業
繁
昌
の
神
力

宇
賀
大
明
神
と
呼
ば
れ
た
よ
う
で
す
。

な
お
、
こ
の
ご
神
体
は
、
稲
荷
神

社
の
稲
荷
神
と
は
異
な
る
よ
う
で
す
。

○
神
力
堂
の
今
日

現
在
、
神
力
堂
は
、
引
き
続
き
本

行
寺
僧
侶
が
お
守
り
し
、
毎
月
（
28

日
）
行
並
び
に
節
分
会
な
ど
定
期
的

な
祭
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
堂
は
老
朽
化
が
激
し
く
雨
漏
り
対

策
な
ど
の
処
置
が
な
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
境
内
の
見
所
と
し
て
は
、

特
に
、
水
戸
出
身
の
常
陸
山
と
当
時

の
梅
ケ
谷
の
両
横
綱
が
寄
進
し
た
石

の
大
鳥
居
が
、本
堂
前
に
あ
り
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度　

新
荘
地
区
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